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政策金利

消費者物価指数・総合

消費者物価指数・トリム平均値

RBA（豪州準備銀行）は11月3日（現地、以下同様）から4日に開催した理事会で、市場予想通り政策金

利を3.60％に据え置くことを決定しました。同行は今年2月、5月、8月と四半期に1度のペースで利下げ

を実施しており、順当に行けば今会合でも利下げが決定される見込みでした。しかし、10月29日に発表さ

れた7-9月期の消費者物価指数が明確に上振れたことで、今会合の利下げ期待は大きく後退していました。

声明文では、足元のインフレ加速は一時的な要因によるものだと評価したほか、金融政策は依然として

「やや引き締め的」と表現しており、利下げ再開の可能性を残しています。他方、既往の利下げの効果に

よって個人消費や住宅市場は回復傾向にあります。失業率は9月に4.5%まで上昇したものの、求人件数が

高水準を維持するなど他の雇用関連指標は堅調で、労働市場は「ややひっ迫したまま」と評価しています。

また、経済の下振れリスクとして懸念していた外部要因については、これまでのところ貿易全体への影響

は最小限で、多くの機関が世界の短期的な成長率予想を上方修正していると述べ、経済の下振れリスクが

幾分減退したことを示唆しました。来年1回の利下げを前提としたRBAの経済予測によると、失業率は現

状からほぼ横ばいで推移する一方、消費者物価指数（前年同期比）は数四半期にわたってインフレ目標

（2～3%）を上回ることになっています。したがって、物価の安定と雇用の最大化という二大責務を負う

RBAは、しばらく政策金利を据え置いてインフレ沈静化を待つと考えられます。

オーストラリア金融政策（2025年11月）
四半期ごとの利下げは一時停止

1/1

2025年11月4日

（出所）豪州統計局、RBA

豪州の雇用者数と失業率

（％） 

インフレ加速は一時的とみられるが、当面は政策金利据え置きの公算

豪州の政策金利と消費者物価指数（前年同期比）

（出所）ブルームバーグ、豪州統計局、RBA

※予想は2025年10-12月期～2027年10-12月期

（万人）
（政策金利：2006年1月初～2025年11月4日）

（消費者物価指数：2006年1-3月期～2025年7-9月期）

（執筆：調査部 岩手幸久）
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雇用者数（左軸）

失業率（右軸）

（実績：2006年1月～2025年9月）
（予想：2025年10-12月期～2027年10-12月期）（%）

※陰影部はRBAのインフレ目標レンジ

RBA予想

RBA予想
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